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 字幕関連機器開発のフェーズ２では、アナログ

放送リアルタイム字幕表示システムを開発した。 

 現在リアルタイム字幕が提供されているが、アナ

ウンサーの音声を聞きながらタイプしており、デー

タ入力に遅れが生じる。この遅れに対する映像画

面と字幕との対応が考慮されていないために、画

面と関連のない以前の字幕が表示される。このた

め視聴者は番組内容把握が困難となり、せっかく

のリアルタイム字幕が活きてこない。 

 受信した映像画面を２０秒程度遅延させ、あとか

ら送られてくる字幕データと同期をとって表示する

ことでこの問題を解決した。 

 

 

（ⅰ）字幕入力・送出端末の開発 

 複数の入力端末データを合成し修正（写真左）し、

字幕合成（送出）装置に送出する（写真右）。 

 字幕データは、画面単位で構成しフラグを付けて

送信するシステムを開発した。 

 

 

               

 

 

 

（ⅱ）受信機の開発 

  受信信号から映像信号と字幕データを分離し、

映像信号は一定時間（約２０秒）遅延させ、字幕デ

ータは、付加されたフラグにより表示する映像画

面と同期して表示する受信機を開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  受信機外観及び遅延処理用ボード 

 

 

 

 

 

 

 左側：遅延有り         右側：遅延なし 

 写真左側の字幕ﾃﾞｰﾀは、遅延された画面に同期

して表示されている。（オープンキャプションで４．３

兆円の表示がでており、その時の解説音声が「４

兆３千億円・・・」と字幕表示されている。） 

 以上の様に、リアルタイム字幕において画面と字

幕の同期をとって表示することが可能となり、当初

の目的は達成された。 

 

 

①アナログ放送はデジタル放送に移行すること、

②字幕専用受信機はハード/ソフトとも小型化、低

価格化が必要こと、③需要が見込めないこと等の

要因で、本開発は機能確認とした。製品化はデジ

タル放送に対応したシステムで行うことにした。 

 

 

 リアルタイム字幕の入力作業の遅れを処理する

ために、作業開始時にフラグを立てて、このフラグ

により処理する方法で開発した。この方式は受信

機側で複雑な入力遅延処理の算出が必要なこと、

及び送信側でフラグとその画面対応の複雑な処

理が必要なことが問題となった。 

 これに対して字幕入力遅延時間を字幕データに

付加して処理することで、送信側及び受信側での

複雑な処理が軽減される。デジタル放送に対応し

たリアルタイム字幕において、この方式の開発を

行う。 
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